浜松市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する。
　　平成２３年９月２９日

浜松市長　　　鈴　　　木　　　康　　　友　
浜松市条例第５６号

浜松市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例
浜松市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（平成１７年浜松市条例第１６０号）の一部を次のように改正する。
第１１条第１項中第２号を削り、第３号を第２号とし、第４号を第３号とし、第５号を第４号とする。
別表第１に次のように加える。

	高竜地区整備計画区域
	都市計画法第20条第1項の規定により告示された浜松都市計画高竜地区計画において地区整備計画が定められている区域


別表第２に次のように加える。
	高竜地区整備計画区域
	Ａ地区
	次に掲げる建築物

(1) マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに類するもの
(2) 畜舎(建築物に附属するもので床面積の合計が15平方メートル以下のものを除く。)
(3) 葬祭場
	
	
	
	
	
	
	

	
	Ｂ地区
	次に掲げる建築物

(1) マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに類するもの
(2) 畜舎(建築物に附属するもので床面積の合計が15平方メート
	
	
	
	
	
	15メートル
	

	
	
	ル以下のものを除く。)
(3) 葬祭場

(4) カラオケボックスその他これに類するもの

(5) 工場（政令第130条の6に規定するものを除く。）
(6) ボーリング場、スケート場、水泳場その他これらに類する運動施設

(7) ホテル又は旅館

(8) 自動車教習所
	
	
	
	
	
	
	


附　則

１　この条例は、平成２３年９月３０日から施行する。

２　建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第３条第２項の規定により改正後の浜松市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（以下「改正後の条例」という。）第８条第１項の規定の適用を受けない高竜地区整備計画区域内に存する建築物であって、同項の規定に適合しない部分を有するものについて、その適合しない部分を増加させない範囲で行う増築、大規模の修繕又は大規模の模様替として市長が認めた場合においては、法第３条第３項第３号及び第４号の規定にかかわらず、改正後の条例第８条第１項の規定は、適用しない。






